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ぼくらは、素敵なフライパンとガッツのバットを買うことに決めた。
「ええと、これで残り100ドルよ。どうする?
ポーラがぼくらの顔を見回す。するとジェフが、冷静に口を開いた。
「ホテルの料金は、4人で100ドルだよ。休憩をとるなら、残しておいた方がいいよ」
〓『素敵なフライパン』と『ガッツのバット』を入手した。アイテムリストチェックして
●100ドルはホテル代にする…642へ●買い物に使ってしまう…31o
387
しかたなくぽくはツーソンに引き返し、ホテルに部屋をとって休むことにした。
ホテルに入ったついでにパパに電話をかけてみる。パパは、
『ネスか。頑張ってるようだな。口座に100ドル振り込んでおいたから、必要なら使って
くれ。パパはおまえのことをいつでも誇りに思ってるよ』と優しく言った。
パパからの振込金を口座から下ろしたぼくは、そこからホテルの宿泊費20ドルをフロン
トに支払い、おもいきって、謎のタコの話をしてみた。すると-
「なるほど、それでしたら、アップルキッドという少年を訪ねてはいかがでしよう。彼は発
明好きの天才少年で、ペットのネズミをしゃべれるようにしたほどなんですから。きっとあ

